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道
、

上
手
に
渡
れ
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よ
。
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これからのむらづくりの基本視点を以下の３点とし、
むらづくりのすべての分野における基本とします。

むらづくりの基本視点

　

村
で
は
、
今
後
10
年
間
の
む

ら
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
指

針
と
し
て
「
新
九
戸
村
総
合
発

展
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
目
的

　

九
戸
村
は
、
平
成
13
年
度
を

初
年
度
と
す
る
九
戸
村
総
合
発

展
計
画
︵
10
か
年
︶
に
お
い
て
、

「
個
性
豊
か
な
九
戸
村
の
創
造
～

個
性
を
活
か
し
た
豊
か
さ
の
創

造
に
よ
る
定
住
人
口
の
確
保
～
」

を
将
来
像
に
掲
げ
、
各
種
施
策

を
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
積

極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
日
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
、
情
報
化
の
一
層
の

進
展
、
安
全
・
安
心
お
よ
び
環

境
保
全
意
識
の
高
ま
り
な
ど
、

本
村
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
本
村

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
一
層
の

進
展
と
国
財
政
の
窮
迫
に
伴
い
、

村
の
行
財
政
も
そ
の
運
営
に
一

層
の
厳
し
さ
が
加
わ
る
な
ど
の

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
、

自
立
で
き
る
自
治
体
づ
く
り
に

向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が

個性のある活力にみちた
基幹産業と交流をうみだす

むらづくりの視点

九戸村を取り巻く厳しい状況の
下、基幹産業である農林業をはじ
め第二次・第三次産業の振興を推
し進めるとともに、村のあらゆる
資源を活かした交流の輪を広げ、
村民が自信と誇りを持って働くむ
らづくりを進めます。

村民が誇る豊かな自然
環境を守る、希望あふれる

むらづくりの視点

九戸村の豊かな自然との共生を
基本に、安全・安心なむらづく
りを進めるとともに、だれもが
健康を増進し、元気になる、若
者も高齢者も住んでみたい、住
んでよかったと思える、生きが
いを持てる希望あふれるむらづ
くりを進めます。

すべての村民が自ら
参画する地域協働の

むらづくりの視点

九戸村が直面している将来のむら
づくりの課題に対して、すべての
村民が自分の問題として捉え、積
極的にむらづくりに参画する地域
協働のむらづくりを進めます。同
時に、情報公開や行政改革を徹底
し、効率的な行政組織、開かれた
行財政運営の確立に努めます。

視  点

1

小さくても活力と笑顔溢れる
しあわせの郷

さと

　九戸村

視  点

2
視  点

3

新 九 戸 画計展発合総村
（計画期間：平成 23 年度～平成 32 年度）

目指すべき村の将来像
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基本目標 施策項目

むらづくりの基盤を支える
魅力ある産業の創出

①農業の振興，②林業の振興，③商業の振興，④工業の
振興，⑤観光の振興，⑥雇用・定住対策の充実

楽しく子どもを育て、
健康で安心して暮らせる村

①子育て支援の充実，②保健・医療の充実，③地域福祉
の充実，④高齢者福祉の充実，⑤障がい者福祉の充実

心豊かな村民を育む
教育・文化の充実

①生涯学習社会の確立，②生涯スポーツの振興，③幼児・
学校教育の充実，④青少年の健全育成，⑤地域文化の振
興，⑥交流活動の充実

美しい自然をいつまでも
誇れる環境の保全

①環境施策の総合的推進，②廃棄物処理体制の充実，
③公園・緑地等の整備

ゆとりを持って生活できる
快適で安全な村

①道路・交通網の整備，②住宅の整備，③上下水道の整
備，④交通安全・防犯体制の充実，⑤消防・防災・救急
体制の充実，⑥情報化の推進，⑦消費者対策の充実

みんなでつくる協働の村
①コミュニティ活動の推進，②男女共同参画の推進，
③自立した自治体行財政運営の推進

将来像実現のための基本目標

むらづくりの基本視点と将来像に基づき、新たなむらづくりの
基本目標（６つの施策の柱）と施策項目を次のとおり定めました。

む
ら
の
将
来
像

　

本
村
の
特
性
や
課
題
、
村
民
の

む
ら
づ
く
り
へ
の
思
い
、
そ
し
て

む
ら
づ
く
り
の
基
本
視
点
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
目
指
す
将
来
像

を
「
小
さ
く
て
も
活
力
と
笑
顔

溢
れ
る
し
あ
わ
せ
の
郷
九
戸
村
」

と
定
め
、
村
民
が
自
ら
行
動
を
起

こ
し
、
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
た
活
力
あ
る
産
業
の
振
興

を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
調
和
し
た
居
住
環
境
の
整
備
、

福
祉
の
充
実
、
こ
れ
ま
で
育
ま
れ

て
き
た
歴
史
や
文
化
を
生
か
し
、

だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
村
の
創

造
を
目
指
し
ま
す
。

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
内
外
の
動
向
に
的

確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
次

の
世
代
に
誇
り
を
持
っ
て
つ
な

い
で
い
く
九
戸
村
を
村
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
協
働
し
て
築
い

て
い
く
た
め
、
今
後
の
む
ら
づ

く
り
の
方
向
性
と
そ
の
実
現
の

た
め
の
基
本
目
標
を
示
す
新
た

な
指
針
と
し
て
、
平
成
23
年
度

を
初
年
度
と
す
る
10
か
年
計
画

「
新
九
戸
村
総
合
発
展
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
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あなたの投票が明日の九戸村をつくります。
大切な選挙。大切な一票

　6月12日㊐　午前7時～午後7時投
票
日
時

　

任
期
満
了
に
伴
う
九
戸
村
議
会
議
員
選
挙
は
、
６
月
７
日
に
告
示
さ
れ
、
６
月

12
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
す
る
議
員
の
数（
定
数
）は
14
人
。
皆
さ
ん
の

投
票
が
こ
れ
か
ら
の
九
戸
村
を
方
向
付
け
、日
常
の
生
活
に
大
き
く
結
び
付
き
ま
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
判
断
で
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
で
き
る
人

　　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
次

の
二
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
平
成
３
年
６
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
（
投
票
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人
）

②
平
成
23
年
３
月
６
日
以
前
に
本
村
に
住

民
登
録
を
し
て
引
き
続
き
村
内
に
住
み
、

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
投
票
所

入
場
券
が
届
い
て
も
、
村
外
に
転
出
す
る
と

選
挙
権
を
失
い
ま
す
の
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▽
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

選
挙
時
登
録
に
よ
り
、
新
た
に
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
の
氏
名
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
期
日　

６
月
７
日
（
火
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
場
所　

村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
４
階
）

　

投
票
は
午
後
７
時
ま
で

　　

投
票
所
で
の
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。
投
票
所
は
、

九戸村議会
議員選挙

問い合わせ 九戸村選挙管理委員会・☎ 42-2111内線 182

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
郵
送
す
る
投
票
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
の

際
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

投
票
所
で
は
、
受
け
付
け
が
済
む
と
投

票
用
紙
が
渡
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
選
び
た

い
「
候
補
者
一
人
の
氏
名
」
を
書
い
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
入
場
券
は
６
月
７
日
に
郵
送

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
期
日
が
告
示

さ
れ
る
６
月
７
日
に
郵
送
し
ま
す
。
投
票

で
き
る
と
思
わ
れ
る
人
で
、
入
場
券
が
届

か
な
い
と
き
に
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
は
、選
挙
権
の
あ
る
お
知
ら
せ
と
、

投
票
所
で
の
受
け
付
け
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
入
場
券
を

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
有
権
者
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
係
員
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
は

　

６
月
８
日
か
ら

　

投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予

定
の
あ
る
と
き
、
何
ら
か
の
用
事
が
あ
り

投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行
や
滞
在
が
見
込

ま
れ
る
と
き
な
ど
は
、
期
日
前
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
で
は
、

投
票
所
と
同
じ
よ
う
に
投
票
用
紙
を
直
接

投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
期
間　

６
月
８
日
（
水
）～
11
日
（
土
）

○
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
場
所　

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務
室

　
　
　
　
（
役
場
庁
舎
４
階
）

　

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

　
　

用
く
だ
さ
い
。

　

出
稼
ぎ
や
入
院
中
の
人
は

　

不
在
者
投
票
で

　

次
の
方
法
で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
投
票
の
で
き
る
期
間
と
理
由
は
、
期

日
前
投
票
と
同
じ
で
す
。

①
出
稼
ぎ
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し
て
い
る

と
き
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
行
う
。

②
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
る
病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
施
設
で
行
う
。

③
一
定
の
障
害
等
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人
が
郵
便
等
で
行
う
。

　

不
在
者
投
票
用
紙
等
の
請
求
手
続
き
は
、

選
挙
期
日
の
告
示
日
（
６
月
７
日
）
前
で

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票
制
度



5 広報くのへ◦2011-5

平成22年度行財政改革削減効果額

5,901万円
　村では平成22年３月に「第２次九戸村行財政改
革プログラム」を策定し、行政経費の徹底的な削減
に努めてきました。その結果、平成22年度は目標
額671万円に対し5,901万円の経費削減が行われ、こ
れに前年までの削減効果額を加えると６年間で３億
2,661万円の経費が削減されています。
　このように行財政改革は大きな成果を上げていま
すが、財政状況は年々厳しさを増しており、村では
今後も積極的に行財政改革に取り組み、住民サービ
スの維持向上に努めていきます。

平成23年度の目標額は1,170万円　

　新年度は財政効果額を1,170万円とし、22項目の改
善に取り組んでいきます。

平成22年度の主な改善項目 財政効果額

生活道路等整備での協働作業 40万円

職員数の削減 4,260万円

各種手当の見直し 694万円

公営企業の経営改善の推進 527万円

第３セクターの経営改善の推進 380万円

合　計 5,901万円

平成23年度の主な改善項目

新たな継続事業等についての事務事業評価による
事務事業の見直し

行政と住民等が協働してむらづくりを進める体
制の整備

引き続き職員の削減を進めるとともに、給与の適
正化を図る

財政施策においては、プライマリーバランスの堅
持に努め、村税の滞納の解消や経常経費の圧縮な
ど、歳入の確保と歳出の削減に努める

公営企業と第３セクターの経営改善に取り組み、
繰り出し金などの圧縮を図る

《立候補予定者説明会》
　九戸村議会議員選挙に立候補を予定し
ている人を対象に、立候補届出等の説明
会を次のとおり開催します。立候補でき
るのは、今回の村議会議員選挙の選挙権
を有する満25歳以上の人で、成年被後
見人や犯罪等により被選挙権を有しない
などの欠格事項に該当しない人です。当
日は、立候補届出用紙等の配布も併せて
行います。
　日時　５月17日（火）
　　　　　午後１時30分
　場所　役場第２会議室
　※　出席は、１立候補予定者につき２
　　人以内でお願いします。

《立候補届出書類の事前審査》
　日時　５月27日（金）
　　　　　午後１時30分
　場所　役場第２会議室

《立候補届出の受付》
　日時　６月７日（火）
　　　　　午前８時30分～午後５時
　場所　役場第２会議室

立候補を予定している人へ

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の
手
続
き

に
日
数
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
村
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
伊
保
内
小
体
育
館

○
日
時　

６
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
８
時
開
始

○
場
所　

伊
保
内
小
学
校
体
育
館

※
開
票
の
参
観
は
で
き
ま
す
が
、
会
場
の
都

合
で
人
数
等
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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村内の被害状況
■人的被害

１名の方が宮城県内で被災し亡

くなっています。宮城県内で被

災したと思われる、１名の安否

確認が取れていません。

■建物被害

◦民家…なし
◦公共施設…体育センターの窓
ガラス６枚破損。ふるさとの湯っ

こ配管破損。ふるさと創造館壁

面の一部破損。

■孤立集落…なし

■避難者…なし

東北地方太平洋沖地震
村の対応と被災地への支援

東北地方太平洋沖地震により、甚大な被害を受けられました被災地の方々に対し、心よりお見舞い申し上げます。
地震発生時から現在（４月18日）までの村の対応と被災地への支援状況を次のとおりお知らせします。

被災地の一刻も早い復興をお祈りいたします。

※支援状況は、村ホームページにも掲載しています。

❖地震発生時からの村の主な動き
月　日 時　刻 内　　容

３月11日（金）

14：46 地震発生（九戸村は震度４）

〃 庁舎を含む村内全域で停電発生

〃 九戸村災害警戒本部設置

18：30 上水道の未整備地区住民に対する給水車の準備完了

〃 未給水地区の支援が必要な世帯に対し飲料水を配付

21：00 民生委員・分団による被害状況および安否確認終了

３月12日（土）

8：30 下水道マンホールポンプ処理作業

19：30 大平、五枚橋、荒田の一部を除いた地域の電力復旧

22：30 九戸村災害警戒本部廃止
（以後、担当分野ごとに継続対応）

３月13日（日）

8：00 災害救援物資（毛布400枚）を救援物資収集場所（矢
巾町）へ搬送

〃
被災者の避難場所として、村公民館などに250人受
け入れ可能な旨を県に報告

〃
火葬の受け入れ可能を県に報告（３月19日～４月５
日まで受け入れ、19体の火葬を実施）

11：00 村内全域で電力復旧

３月14日（月）
8：30 野田村に給水車を派遣（20日まで）

〃 日本赤十字社および中央共同募金会の義援金受付開始

３月16日（水） 9：00 被災地への救援物資受付開始

３月17日（木） 17：30 被災地への救援物資受付終了
３月18日（金）

10：30 野田村、田野畑村、岩泉町に救援物資を搬送
３月19日（土）
３月22日（火） 15：00 野田村に救援物資を搬送

３月23日（水） 8：30 野田村に保健師２名を派遣（25日まで）

４月２日（土）
8：00 大槌町へ職員１名を派遣（遺体収容班として遺体収容補

助やガソリンなどの燃料補給補助を実施）（５日まで）

9：00 県消防協会を通じ消防団車両１台を貸し出し

４月11日（月） 8：00 大槌町へ職員１名を派遣（遺体収容班として遺体収容補
助やガソリンなどの燃料補給補助を実施）（14日まで）

４月16日（土） 8：00 山田町へ障害者支援業務の職員１名を派遣
（17日まで）

４月20日（水） 8：00 大槌町へ職員１名を派遣（窓口業務班として死亡届
の受付や住民票発行を実施）（23日まで）

平成23年４月18日現在

物資を載せて出発する緊急車両

開発センターに集まった救援物資
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○総＝総務企画課 , ○住＝住民生活課 , ○農＝農林建設課 , ○出＝出納室 ,
○議＝議会事務局 , ○教＝教育委員会事務局

　

行
政
連
絡
員
は
、
各
行
政
区
と
村

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
す
。
村
か
ら

の
文
書
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
各
種
調

査
な
ど
の
と
り
ま
と
め
が
主
な
仕
事

で
す
。
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域

行
事
や
行
政
区
の
お
手
伝
い
を
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
用
法
】

▽
地
域
行
事
へ
の
協
力
▽
部
落
総
会

資
料
な
ど
の
作
成
▽
地
域
か
ら
行
政

に
対
し
て
の
要
望
事
項
な
ど
担
当
機

関
へ
の
取
り
次
ぎ 行

政
連
絡
員

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

平成23年度

４月12日に行われた行政連絡員会議

行 政 区 行政連絡員 地域サポーター（所属課等）
瀬 月 内 桂川　俊明 中村　　学○農 大久保勝彦○住
宇 堂 口 山本　繁藏 山本　明彦○農 向井　祐貴○総
泥 の 木 小笠原耕悦 古舘　英一○住 篠山　　剛○農
平 　 内 日影　　正 高倉　孝一○農 杉村　幸久○農
妻 の 神 山本　正志 田村　　誠○住 觸澤　英之○農
戸 田 上 高見舘　保 晴山　裕康○総 中奥　達也○農
戸 田 下 村田　隆雄 山本　京子○教 晴山美佐子○住
戸田舘の下 馬場　　茂 小野寺洋子○住 松浦　拓志○議
山 　 根 澤　　義一 上村　浩之○住 下村　　明○農
荒 　 谷 森　　克美 関口　猛彦○農 久保　太毅○住
二 ツ 家 久保　広栄 下田沢　稔○住
鹿 　 島 戸花　俊幸 日向　和彦○教 坂下　守男○農
伊 保 内 上 吉田　達夫 久保田堅友○議 下高山朋徳○総
伊 保 内 下 五枚橋久夫 小野寺さゆり○出 碓氷あかね○住
川 　 向 三春金一郎 上村　勝己○住 鳥谷部真利子○住
南 　 田 岩崎　　正 下川原文博○住 及川　洋子○住
小 　 倉 藤川　邦雄 吉川清一郎○総 高岡　一富○住
長 興 寺 上 下川原　修 和田沙耶香○農 岩渕　信毅○農
長 興 寺 下 坂本　良弘 大向　一司○総 中村　智子○農
大 　 向 坂本　順二 川原　憲彦○総
五 枚 橋 大崎　　忍 下川原裕子○住 尾友　　永○総
荒 　 田 三澤　勝義 稲葉　節子○教 柳平　善行○農
雪 　 屋 大崎　　茂 小野寺　正○教 細川　　忍○農
田 　 代 野辺地まゆみ 山本　猛輝○住 西舘　茉奈○住
柿 の 木 小井田正己 小田野　幸○農 玉川　光彦○教
江 刺 家 上 秋元三次郎 野辺地　実○住 坂野上克彦○教
江 刺 家 下 舘口　政悦 岩崎　一弘○農 大崎　篤史○住
道 　 地 古舘　　清 石川　　正○出 野辺地利之○総
丸 木 橋 立波　清幸 大石　　実○農 関端　祐介○総
山 　 屋 漆原　賢治 長畑　　功○住 浅水　　渉○農
細 　 屋 水上　ムラ 細川　育子○総 久保　晴美○出

小野寺ヱネさ
ん再任

　九戸村を担
当区域とする
行政相談委員
に、小野寺
ヱネさん（南
田）が総務大臣から再委嘱され
ました。同委員は、国の仕事の
ほか、特殊法人や独立行政法人
が行っている仕事についての苦
情や意見を聞いて、助言や関係
機関への通知などを行っていま
す。これらについて、聞いてみ
たいこと、困っていること、要
望したいことなどがありました
ら、お気軽にご相談ください。
自宅（☎42-2625）

中村健司さ
んを新任

　村交通指導員
に中村健司さ
ん（妻の神）
が新任されま
した。任期は
平成24年３月31日までです。村
交通安全指導隊は８人で組織さ
れ、交通安全指導や交通整理活
動などを行っています。

林定惠さ
んを新任

　村農業委員
に林定惠さん
（山根）が新
任されまし
た。任期は平
成23年７月19日までです。農業
委員は地域農業の構造改革の推
進・農地行政の適正な執行などの
役割を果たすため、農業に関する
さまざまな業務を行っています。

行政相談員

交通指導員

農業委員
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ま
ち
の
駅
の
名
称
は

ま
ち
の
駅
ま
さ
ざ
ね
館

　

障
害
者
相
談
員
は
、
村
が
委
嘱

し
た
民
間
の
相
談
員
で
す
。
障
が

い
の
あ
る
方
や
、
そ
の
家
族
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し

て
、
問
題
解
決
の
た
め
の
指
導
、

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
相
談
員
は
、
下
記
の

皆
さ
ん
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

伊
保
内
商
店
街
の
中
心
部
に
建

設
し
て
い
る
ま
ち
の
駅
の
名
称

が
、
「
ま
ち
の
駅
ま
さ
ざ
ね
館
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
名
称
は
村
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
60
点
の
中
か

ら
、
伊
保
内
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
選
考
を
行
い
、
３
月
議
会
に
村

が
ま
ち
の
駅
設
置
条
例
と
し
て
提

案
し
可
決
さ
れ
決
定
し
た
も
の
で

す
。
名
称
の
応
募
者
は
齋
藤
ト
キ

さ
ん
（
戸
田
上
）
で
す
。

　

村
の
英
雄
九
戸
政
實
の
名
を
冠

し
た
「
ま
ち
の
駅
ま
さ
ざ
ね
館
」

を
、
伊
保
内
商
店
街
の
賑
わ
い
創

出
と
ま
ち
ば
活
性
化
の
中
核
施
設

と
し
て
皆
さ
ん
か
ら
親
し
み
を

持
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　

◦
澤　

勝
美
さ
ん
（
山
根
）

☎
43-

２
６
０
８

　

◦
平
中
昭
夫
さ
ん
（
荒
谷
）

☎
42-

３
４
３
７

　

◦
池
田
武
雄
さ
ん
（
丸
木
橋
）

☎
42-

３
７
８
３

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　

◦
柾
本
啓
子
さ
ん
（
伊
保
内
下
）

☎
42-

２
４
３
７

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

障
害
者
相
談
員
を
紹
介

【
山
根
小
学
校
長
】

①
花
巻
市
立
浮
田
小
学
校
②
二
戸

市
③
57
歳
④
合
唱
⑤
確
か
な
学
力

を
身
に
つ
け
、
や
さ
し
い
心
と
た

く
ま
し
い
体
を
も
っ
た
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
、
保
護
者
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
と
連
携
し
つ
つ
日
々

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

浪
なみ

岡
おか

　裕
ゆう

子
こ

校長

【
長
興
寺
小
学
校
長
】

①
奥
州
市
立
水
沢
南
小
学
校
②
奥

州
市
③
51
歳
④
ス
キ
ー
⑤
九
戸

氏
の
菩
提
寺
の
あ
る
長
興
寺
地
区

の
伝
統
と
文
化
に
学
び
、
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
九
戸
村
の
未
来
を
担
う
た
く

ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

佐
さ

藤
とう

　卓
たかし

校長

【
伊
保
内
小
学
校
長
】

①
盛
岡
市
立
緑
が
丘
小
学
校
②
軽

米
町
③
49
歳
④
魚
釣
り
⑤
地
域
と

保
護
者
、
行
政
、
学
校
が
一
緒
に

な
っ
て
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
大
き
く
た
く
ま
し
く
育
て
る
こ

と
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

内
ない

藤
とう

　賢
けん

一
いち

校長

【
伊
保
内
高
等
学
校
長
】

①
岩
手
県
立
盛
岡
第
四
高
等
学
校

②
宮
古
市
③
55
歳
④
ひ
と
り
旅
⑤

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
地
域

と
と
も
に
歩
む
伊
保
内
高
校
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

久
く

保
ぼ

　智
とし

克
かつ

校長

ようこそ ,花と緑の九戸村へ
　この春、異動で本村に着任された方々を紹介します。

記事中の数字は、①前任地②出身地③年齢④趣味⑤抱負となっています。



倒木処理を
お願いします
　昨年12月23日からの豪雨と積
雪、年末年始の大雪により多くの
倒木が発生し、村民の皆さまの生
活に欠かせない、電気・電話線の
切断および村道等の交通（除雪作
業）の支障になる箇所が多く見受
けられました。
　村では、緊急に倒木処理が必要
となる箇所について、全村への広
報活動後、道路上にある倒木を伐
採させていただきました。しかし
ながら、いまだ不安定な立木や農
地等に倒木が残っていることか
ら、立木所有者の方々には、大切
な財産である立木の管理及び残木
の撤去作業を行っていただきた
く、ご理解ご協力をお願い申し上
げます。また、河川も同様にご確
認いただきますよう併せてお願い
いたします。
（※道路法第42条、43条により道路など
への倒木について伐採いたしましたこと
を申し添えます。）

■問い合わせ先　役場農林建設課
地域整備班（☎42-2111内線282）
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○
高
齢
者
・
障
害
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業

住
宅
の
改
善
費
用
を
補
助

　

村
で
は
高
齢
者
や
障
害
者
の

自
立
と
介
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
住
宅
の
改
善
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

①
在
宅
で
介
護
保
険
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方

②
在
宅
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
肢
体
不
自
由

（
下
肢
、
体
幹
）
ま
た
は
視
覚

の
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
障
害

等
級
が
１
～
３
級
の
方

■
対
象
と
な
る
改
修　

　

住
宅
の
ト
イ
レ
・
浴
室
等
の

改
善
、
床
面
の
段
差
解
消
、
手

す
り
の
設
置
な
ど
、
対
象
者
の

日
常
生
活
動
作
ま
た
は
介
護
者

の
介
護
動
作
の
向
上
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

①
対
象
者
と
そ
の
配
偶
者
ま
た

は
対
象
者
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
が
一
定

の
基
準
を
超
え
る
も
の

②
改
善
の
内
容
が
新
築
や
増
築

の
場
合

③
賃
貸
住
宅

④
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補

助
金
の
交
付
を
受
け
た
世
帯
で

あ
る
場
合

⑤
補
助
決
定
前
に
、
工
事
に
着

手
し
た
も
の

■
補
助
額

補
助
額
上
限
60
万
円
（
補
助
率

３
分
の
２
）

例
・
交
付
対
象
と
な
る
経

費
が
１
１
０
万
円
の
場
合

（
１
１
０
万
円
︱
改
善
費
控

除
額
20
万
円
）
×
３
分
の
２

＝
60
万
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
住
民
生
活
課
地
域
福
祉

班
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

２
０
２
）
へ
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
決
定
は
改
修
の
必
要

性
を
確
認
し
行
い
ま
す
。

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
こ
の
他
に
介
護
保

険
制
度
の
住
宅
改
修
補
助
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
１
）
へ
。
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○
エ
コ
な
生
活
を
応
援

生
ご
み
電
動
処
理
機
購
入
に
補
助
金

　

ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
燃
え

る
ご
み
」
の
重
量
割
合
で
約
40
％
を

占
め
る
生
ご
み
を
減
量
し
、
ま
た
、

た
い
肥
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
「
生
ご
み
電
動
処
理
機
」

の
購
入
費
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

生
ご
み
た
い
肥
は
、
植
物
の
生
育

○
重
度
の
身
体
障
害
者
・
介
護
者
の
方
へ

自
動
車
の
改
造
経
費
を
助
成

　

村
で
は
重
度
の
身
体
障
害
者
の
社

会
参
加
お
よ
び
介
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
自
動
車
の
改
造
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

①
重
度
身
体
障
害
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
〜

２
級
の
方
の
う
ち
、
上
肢
、
下
肢
ま

た
は
体
幹
機
能
に
障
害
の
あ
る
方

②
介
護
者

　

重
度
身
体
障
害
者
と
同
一
世
帯
に

属
す
る
介
護
者
ま
た
は
重
度
身
体
障

害
者
と
同
等
の
障
害
を
有
す
る
18
歳

未
満
の
方
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
介

護
者

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
内
容　

　

次
の
経
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
以
内
の
額
で
、
対
象
者
１
人
に

つ
き
10
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
。

①
重
度
身
体
障
害
者
が
所
有
し
運
転

す
る
自
動
車
の
操
行
装
置
お
よ
び
駆

動
装
置
な
ど
の
改
造
に
要
す
る
経
費

に
大
変
効
果
的
で
、
農
業
で
は
昔
か

ら
有
機
肥
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ご
家
庭
で
も
生
ご
み
を
た

い
肥
に
し
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭

菜
園
で
元
気
な
野
菜
や
花
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
に
な
る
方

　

村
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居
住

総務企画課庶務財政班

主事補　向井　祐貴
（むかい・ゆうき＝荒谷）

住民生活課国保住民班

主事補　山本　猛輝
（やまもと・たかき＝戸田下）

ひめほたるこども園

保育士　火石　直人
（ひいし・なおと＝平内）

伊保内保育園

保育士　堀野　恵
（ほりの・めぐみ＝二戸市）

戸田保育園

保育士　西野　啓樹
（にしの・ひろき＝宇堂口）

②
介
護
者
が
所
有
し
、
重
度
身
体
障

害
者
の
通
院
な
ど
の
た
め
使
用
す
る

自
動
車
を
、
容
易
に
乗
降
で
き
る
装

置
等
が
装
備
さ
れ
た
自
動
車
に
改
造

す
る
の
に
要
す
る
経
費
ま
た
は
同
様

の
装
置
等
が
装
備
さ
れ
た
自
動
車
を

購
入
す
る
場
合
、
標
準
型
車
両
本
体

価
格
と
の
差
額

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班

　
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
０
２
）

　

対
象
要
件
の
確
認
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
改
造
後
の
申
請
は
受
理
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

し
、
村
税
の
滞
納
が
な
い
方

■
補
助
金
の
額

　

３
万
円
を
限
度
に
、
設
置
に
必
要

な
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
３
）

村の新採用職員を紹介します。

information



11 広報くのへ●2011-5

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎ 42-2111（内線 168）へお寄せください。むらのわだい

活動の成果が認められる
山根小少年消防クラブが全国表彰

　山根小学校少年消防クラブが、平成22年度少年

消防クラブ表彰（全国少年消防クラブ運営指導協議

会主催）で「優良な少年消防クラブ」に選ばれまし

た。同クラブは、毎年４月に開催される村消防演習

で軽可搬ポンプ操法訓練を披露するなど、長年にわ

たり地域住民の防火意識の啓発に協力しています。

４月８日には久保田優斗くん（山根小６年）、浪岡

裕子校長、岩崎悦和PTA会長、和蛇田教夫第10分団

長が村長室を訪れ、岩部村長に受賞を報告しました。

みんなで守ろう交通ルール
春の交通安全運動

　村交通安全対策協議会による黄色い羽の配布は４月

11日、各小学校の校門前で行われました。交通安全

協会や母の会の皆さんは、「車に気をつけて歩いてね」

などと呼びかけながら、登校してくる児童一人ひとり

に黄色い羽根を配布していました。また、各小学校や

九戸中学校では、駐在所の警察官や村交通安全指導員

を招いて交通安全教室を開催。横断歩道の渡り方や自

転車の安全な乗り方などを指導し、交通ルールの徹底

に努めました。

地域の防災活動に期待
第５分団にポンプ積載車配置

　第５分団の小型動力ポンプ積載車配置式は３月28

日、役場庁舎前で行われました。この日は、第５分団

団員など関係者12人が出席。岩部茂村長から川畑勝

美団長へ「貸与証」が、川畑団長から七戸定一分団長

へ「配置証」が手渡されま

した。式終了後、団員の皆

さんは新しいポンプ積載車

の操作方法の説明などを熱

心に聞いていました。

全国表彰を受けた山根小学校少年消防クラブ

川畑団長から貸与証の授与を受ける七戸分団長

伊保内小学校校門前で黄色い羽根が配布されました
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7,000人の広場

中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
県
選
抜
選
手

野
辺
地　
葵
く
ん

　

第
24
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ

ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
岩
手
県
選
抜
チ
ー
ム
に
、
野

辺
地
葵

あ
お
い

く
ん
（
九
戸
中
３
年
）

が
選
出
さ
れ
、
昨
年
秋
か
ら
の

練
習
に
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
野
辺
地
く
ん

は
昨
年
も
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば

れ
、
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
回
の
大

会
は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影

響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
チ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
上
級
生

だ
っ
た
昨
年
と
は
違
い
、
今
年

は
同
級
生
と
の
練
習
。
学
ぶ
と

こ
ろ
は
学
べ
た
し
、自
分
が
勝
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
発
見
で
き
ま

し
た
」
と
選
抜
チ
ー
ム
で
多
く

の
こ
と
を
得
て
き
た
よ
う
で
す
。

「
今
後
の
目
標
は
、
中
総
体
で
の

県
制
覇
。
選
抜
の
チ
ー
ム
メ
イ

ト
と
対
戦
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
う
け
れ
ど
、
岩
手
の
代
表
と

し
て
恥
じ
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
、

九
戸
中
の
チ
ー
ム
を
勝
ち
に
導

き
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て

い
ま
す
。 （

　
）
九
戸
中

３　

年

２年連続で岩手県選抜チームのメンバーに
選出された野辺地葵くん

　

４
月
15
日
、
立

波
ハ
ル
さ
ん
（
折

爪
荘
）
が
99
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
岩

部
村
長
が
お
祝
い

の
た
め
折
爪
荘
を

訪
問
。
立
波
さ
ん

の
ご
家
族
や
、
折

爪
荘
の
入
居
者
・

職
員
の
方
々
が
見

守
る
中
、「
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
過

祝白寿・立波ハルさん
４
月
15
日
に
白
寿
を
迎
え
た
立
波

ハ
ル
さ
ん
（
中
央
）

ご
し
て
く
だ
さ
い

ね
」
と
村
長
か
ら
立
波
さ
ん
に

花
束
と
敬
老
年
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

国 民 年 金

　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳
未満の方すべてが加入する制度です。届出を忘れる
と、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少なくなっ
たり、受けられなくなる場合があります。次のような
ときには、役場への届出が必要です。届出を忘れずに
行って、大切な年金の権利を守ってください。
○20歳になったとき…厚生年金や共済組合に加入し
ていない方が、20歳になったときは、国民年金の第
一号被保険者になります。
○会社を退職したとき…第二号被保険者の方が60歳
になる前に、会社などを退職したときは、国民年金

の第一号被保険者になります。
○被扶養配偶者の方の収入が増えたとき…第三号被
保険者の方のパート収入などが130万円以上になった
ときは、被扶養配偶者でなくなり、第一号被保険者
になります。
○被扶養配偶者の配偶者が退職したとき…それまで
国民年金の第三号被保険者だった方は、被扶養配偶
者でなくなり、第一号被保険者になります。
　詳細は、住民生活課国保住民班（☎42-2111内線
211）または二戸年金事務所（☎23-4111）へお問い
合わせください。

国民年金の届出・手続きを忘れずに！
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7,000人の広場

む
ら
の
文
芸

春
風
や
い
た
わ
り
の
言
葉
か
け
そ
び
れ

高
島
ふ
み
女

避
難
所
に
春
三
日
月
や
よ
よ
尖
る

春
眠
や
飽
か
ず
貪
る
八
十
路
坂

膝
に
眠
る
孫
ず
っ
し
り
と
四
温
晴

義　

也

四
月
馬
鹿
騙
さ
れ
上
手
も
年
の
功

猫
柳
北
国
の
春
整
わ
ず

ス
ー
パ
ー
に
鴬
餅
の
既
に
出
て

田
村　

畦
畔

被
災
地
の
瓦
礫
が
黙
す
春
三
日
月

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
亡
母
に
あ
げ
た
し
猫
柳

大
津
波
も
ら
い
泣
き
し
て
春
の
雪

古
舘
や
す
お

遠
吠
え
や
春
三
日
月
の
弱
々
し

宅
配
の
急
ぎ
躓
く
四
月
馬
鹿

遠
山
の
春
よ
り
来
し
風
猫
柳

菅
野　

岑
子

ふ
く
よ
か
な
あ
ご
を
包
み
し
春
シ
ョ
ー
ル

夫
留
守
の
音
な
き
部
屋
の
冴
え
返
る

雪
原
を
裂
き
一
本
の
流
れ
あ
り

眠
り
を
り
名
も
な
き
山
も
あ
る
山
も舘

村　

青
村

小
気
味
よ
き
大
嘘
つ
い
て
四
月
馬
鹿

味
の
あ
る
話
な
ど
し
て
春
惜
し
む

俳
句
て
ふ
魔
物
と
遊
ぶ
春
こ
た
つ

冬
部　

雪
女

逆
に
差
す
診
察
カ
ー
ド
四
月
馬
鹿

猫
柳
小
さ
き
流
れ
も
音
た
て
て

【
三
月
例
会
の
席
題
句
】

　
　
『
三
月
』
よ
り

三
月
の
十
一
の
午
后
大
津
波　
　
　
　

（
青　

村
）

孫
連
れ
て
三
月
の
道
ま
た
曲
が
り　
（
や
す
お
）

孫
の
居
て
届
か
ぬ
と
こ
ろ
三
月
尽　
（
赤　

藤
）

　
　
『
頭
』
よ
り

早
起
き
や
頭
上
騒
が
し
百
千
鳥　
　
（
赤　

藤
）

打
ち
損
ず
釘
の
頭
や
冴
え
返
る　
　
　

（
青　

村
）

農
場
や
耕
馬
一
頭
の
巨
大
足　
　
　
（
や
す
お
）

　
　
『（
雑
詠
）』
よ
り

雪
溶
け
て
丘
の
家
並
み
の
色
の
濃
く
（
や
す
お
）

義は

は母
の
背
を
拭
き
ふ
き
捜
す
春
こ
と
ば
（
赤　

藤
）

我
が
輩
は
猫
に
は
非
ら
ず
目
刺
焼
く
（
青　

村
）

明
か
し
た
き
こ
と
を
堪
へ
ゐ
て
蕗
の
薹
（
や
す
お
）

あ
く
ま
で
も
赤
貧
洗
う
春
の
雨　
　
（
青　

村
）

煩
わ
し
こ
と
も
何
処
か
へ
野
に
遊
ぶ
（
青　

村
）

春
の
雲
追
分
石
の
傾
ぐ
あ
り　
　
　
（
や
す
お
）

第
２
７
6
回
　
く
の
へ
俳
句
会

Happy birthday!!
◉６月に１歳を迎える赤ちゃんの写
真を募集しています！ご希望の方は
５月18日（水）までに、❶写真（デー
タでも可）❷お子さまへのメッセー
ジを書いた紙を役場総務企画課広報
担当（☎ 42-2111内線 168）までお
持ちください。

わが家の人気者

小田　恋
ほのか

ちゃん

５月２５日生まれ／荒田
（父）忍さん（母）恵さん

「優しくて、元気な女の子に
なってね。」パパ・ママより

１歳のお誕生日おめでとう☆

✿
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

村民一人ひとつ　楽しみながら　生涯学習
～平成23年度各種教室・講座のご案内～

　学習活動は心身ともに健康で充実した生活の糧となります。今年度村内で予定されている主な教室や講座、スポーツ
大会などを紹介します。ここで紹介するメニューのほかに、村内で活動している団体が行うものや通信講座などの情報
も今後提供していきますので、一人ひとつの学習活動を目指して興味のあるものに参加してみませんか。

開催時期 教室・講座・大会など

５　月
●生涯学習アカデミー（２月まで随時開催）
●女性教室（２月まで随時開催）
●公民館学級書道教室（２月まで毎月１回）

６　月

●公民館学級着付け教室（２月まで夜間月１回）
●公民館学級陶芸教室（10月まで昼間全10回）
●公民館学級絵画教室（10月まで夜間10回）
●公民館学級女性料理教室（２月まで昼間全６回）

７　月
●村民体育大会（野球・卓球・バレーボール・ゲー
トボール競技） 

８　月 ●小中学校水泳大会　●学童相撲大会

９　月

●村民スポ・レク大会（ソフトボール・グラウン
ドゴルフ・ビーチボール・村民登山）
●村民読書感想文コンクール作品募集（11月まで）
●九戸政實杯ゲートボール大会
●村民体育大会（駅伝競技）

10　月

●公民館学級ダンス教室（２月まで全12回）
●家庭婦人バレーボール大会
●九戸政實杯グラウンド・ゴルフ大会
●九戸村長杯パークゴルフ大会
●九戸村産業・芸術文化まつり（展示部門）

開催時期 教室・講座・大会など

11　月

●九戸村産業・芸術文化まつり（発表部門）
●舞踊教室（２月まで全12回）
●手作り伝承塾（３月まで随時開催） 
●ちびっこ綱引き大会
●村民体育大会（綱引き競技）

12　月 ●九戸村ビーチボール大会

１　月

●新春書き初め大会
●地域子ども読書会
●九戸村婦人の集い
●九戸村長杯ゲートボール大会
●九戸村教育振興運動集約集会 

２　月
●村づくり推進のつどい
●小中学校スキー大会
●九戸村スキー選手権大会

年　間

●家庭教育学級
●九戸村の歴史を学ぶ
●やまびこ読み聞かせ会（年６回偶数月） 
●地区公民館講座
●講師派遣事業

ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

「
戦
国
武
将

九
戸
政
實
」

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
郷

土
の
英
傑
、
九
戸
政
實
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
を
こ

の
ほ
ど
５
０
０
部
作
成
し
ま

し
た
。

　

平
成
３
年
に
初
版
が
発
行

さ
れ
た
、
政
實
と
戦
国
時
代

の
九
戸
地
方
の
情
勢
な
ど

を
詳
し
く
著
し
た
冊
子
「
戦

国
武
将　

九
戸
政
實
」
を
簡

略
化
し
た
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
Ａ
５
判
サ
イ
ズ
の
１
０

ペ
ー
ジ
構
成
、
裏
表
紙
に
は

村
の
観
光
地
図
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。



九戸村公民館図書室　●開館時間／平日：9時～ 19時，土日祝：9時～ 17時　●休館日／年末年始・お盆期間　●貸出期間／ 3週間［1人 3冊まで］
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Books ❖  おすすめの新着本を紹介します。

まっすぐな生き方お金のルール

高取しづか著／合同出版

今、時代はブレない生き方を
求めている。正直に、まっす
ぐにひたむきに。戦国武将や
古今東西の有名人の中から、
爽快に生きた、胸のすくよう
な43のエピソードを紹介。話
題の坂本竜馬から武田信玄、
エジソンなど多彩な人物の逸
話が満載です。努力は、必ず
報われる！

元気が出るえごま料理 漂砂のうたう

木村耕一著／１万年堂出版 田中敦子著／農文協 木内昇著／集英社

α-リノレン酸やロスマリン
酸が多く、生活週間病やアレ
ルギー、ガンやうつ病に効果
が期待される「えごま」をも
っと楽しく食卓に。この一冊
で、「えごま」のおいしい食
べ方が広がります。大地震の
あとですが、少しずつ元気を
取りもどしたいですね！

武家の次男坊として生まれた
定九郎は、明治維新という時
代の変化により武士という身
分から一夜にして一般庶民
へ。しかも庶民として生きる
にも術がなく、さらにさらに
下へ。性根が曲がり、斜に構
え、生きている実感が全くな
い。駄目男が「あるがままの
自分」に目覚めていく物語。

お金は、どうやって手に入れ
ていると思う？ほとんどの人
は、働いてお金を手にするん
だよ。おうちの人がお仕事を
してお金を手に入れてくれる
んだよ。だから家族の一員と
して、おうちの人を助けてお
手伝いをするべきだし、あ
りがとうの気持ちを伝えよう
ね！

　

平
成
22
年
度
（
冬
季
）
村
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
と
主
な

功
績
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
７
人
と

１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略

＝
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時
）

●
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

▼
古
舘
昭
久
（
亜
細
亜
大
３
年
）
…
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
第
86
回

大
会
出
場
。
第
69
回
一
関
・
盛
岡
間
駅

伝
（
日
報
駅
伝
）
１
区
区
間
賞
。

▼
浅
水
洸
佳
（
九
戸
中
３
年
）
…
第
60

回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
女
子
大
回
転

第
１
位
、
女
子
回
転
第
３
位
。
第
47
回

東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
女
子
大
回
転

第
８
位
。
第
48
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
女
子
大
回
転
第
10
位
。
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
兼
世
界
ア
ル
ペ
ン

開
催
記
念
第
18
回
全
日
本
選
抜
ジ
ュ
ニ

ア
選
手
権
大
会
女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

第
８
位
。

▼
野
辺
地
葵
（
九
戸
中
２
年
）
…
都
道

府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
岩
手
県
選
抜
チ
ー
ム
に
２
年
連

続
選
出
。

冬
季
・
村
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞

７
人
と
１
団
体
に
贈
ら
れ
る

●
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
下
川
原
雄
大
（
九
戸
中
１
年
）
…
第
32

回
県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
チ

ル
ド
レ
ン
Ⅱ
第
１
位
。
東
北
大
会
出
場
。

▼
浅
水
愛
佳
（
伊
保
内
小
５
年
）
…
第

４
回
県
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

５
年
生
女
子
の
部
第
４
位
。
全
国
大
会

出
場
権
獲
得
。

▼
下
川
原
涼
太
（
伊
保
内
小
４
年
）
…

第
32
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会
キ
ッ
ズ
第
11
位
。
東
北
大
会
出
場
。

第
４
回
県
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大

会
４
年
生
男
子
の
部
第
３
位
。
全
国
大

会
出
場
権
獲
得
。

▼
橋
山
翔
（
戸
田
小
４
年
）
…
第
４
回

県
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
４
年

生
男
子
の
部
第
10
位
。
全
国
大
会
出
場

権
獲
得
。

▼
江
刺
家
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
江
刺
家

小
・
伊
保
内
小
・
長
興
寺
小
）
…
平
成

22
年
度
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

第
３
位
。
第
30
回
記
念
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
「
夢
・
希
望
枠
」

で
、
初
の
全
国
大
会
出
場
。



問住民生活課保健衛生班☎42-2111（内線122）みんなの健康

問住民生活課国保住民班☎42-2111（内線212）国保だより
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会社などを退職して年金生活に入られた方へ

国保の「退職者医療制度」

　会社や役所などを退職して年金（厚生年金など）を受

けている65歳未満の方とその被扶養者の方は国保の退職

者医療制度に加入することになります。平成20年度から

後期高齢者医療保険制度がはじまり、この制度は廃止さ

れましたが、経過措置として平成26年度までの間におけ

る65歳未満の退職被保険者等が65歳に達するまで存続す

ることとなっています。

○対象となる方　次のすべてにあてはまる方とその被扶

養者（※）が対象となります。

①　国保に加入している方

②　65歳未満の方

③　厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられる方

　　で、その年金の加入期間が20年以上、または40歳

　　以降で10年以上の方

※　被扶養者とは、退職被保険者と生活を共にし、主に退職

被保険者の収入により生計を維持している次のすべてにあて

はまる方です。

●　退職被保険者の直系尊属、配偶者と３親等以内の親
　　族または配偶者の父母と子

●　国保の加入者で65歳未満の方
●　年間の収入が一定金額未満の方
○対象となる日　年金の受給権の発生した日が、退職被

保険者となる日です。年金証書を受け取ったならば14日

以内に、年金証書、現在お持ちの国保の被保険者証、印

鑑を持って役場担当窓口に届け出てください。「国民健康

保険退職被保険者証」が交付されます。

○お医者さんにかかるときなど　病院などの窓口で「国

民健康保険退職被保険者証」を提示して受診します。自

己負担割合は一般の国保と同じです。

○必ず届け出をしましょう　退職者医療制度は、本人の

自己負担と国民健康保険税のほか、職場の健康保険など

からの拠出金が財源となっています。退職者医療制度の

対象になっているのにもかかわらず届け出していない場

合、本来、職場の健康保険などからの拠出金で負担する

医療費の分まで国保で負担することになります。国保に

加入者している皆さんの負担軽減のためにも、対象となっ

たら必ず届け出をお願いします。

もっと受けてほしい
乳がん ･子宮がん検診

　
　日本の乳がん・子宮がん検診受診率は平均20％
程度でとても低いです。九戸村でも30％以下です。
一方アメリカやイギリスは80％前後ととても高く、
検診を受ける意識が非常に高いということです。
【乳がん】
　乳がんは乳腺の細胞に発生します。30歳代から
増え始め、50歳前後でピークを迎えます。また、
30～64歳の女性では、がんによる死亡のトップが
乳がんです。しこりが1cm近くの大きさになると
自分で触ってわかり、自己チェックで発見できるこ
とがありますが、他のがんと比べて転移しやすい特
徴があり、油断できません。しかし、早期発見すれ
ば命も乳房も失わずに治すことができます。40歳
になったら２年に１度は検診を受けましょう。
【子宮がん】
　子宮がんには、頸がんと体がんの2種類がありま

す。子宮頸がんは、子宮が
んの7割を占め、30～40歳
代に多いですが、最近では
20歳代の増加が目立ってい
ます。ヒトパピローマウィ
ルスの感染が原因であるこ
とが解ってきました。がん細胞が増殖するスピード
が遅いので、早期発見しやすく、20歳になったら２
年に１度検診を受けてほしいものです。
【検診は自己管理】
　検診を受けない理由に「時間が取れない」｢健康
だから｣などが見受けられます。中には「受けたく
ない」方もいます。検診は、自己管理の1つで、健
康で明るい生活を送るための手段です。
　九戸村では、勤務している方のために日曜日の検
診も行っています。都合が悪ければ、他の会場に行っ
て受けてもかまいません。できるだけ時間を作って
受けましょう。

 （保健師　小野寺洋子）

検診を受けて
健康で明るい生活を



問二戸警察署九戸駐在所☎42-2110駐在所ホットライン

問二戸消防署九戸分署☎42-3119消防署だより

事故

件数 累計 前年比

人身事故 0件 0件 ±0件

物損事故 4件 17件 ＋1件

負 傷 者 0人 0人 ±0人

死 亡 者 0人 0人 ±0人

飲酒運転検挙者 0人 0人 ±0人

火災・救急

件数 累計 前年比

火　　災 0件 0件 －1件

救　　急 34件 77件 ＋15件

Number Information　2011.3.1～ 3.31

3月31日現在、
交通死亡事故ゼロ日数は…　　　　　  日です546

ＳＴＯＰ！飲酒運転

火の後始末忘れずに
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振り込め詐欺の被害防止
～すぐに振り込まない、一人で振り込まない～

★知って防ごう！４つの手口
1なりすまし詐欺
　子どもや親戚、弁護士など様々
な名前、職業をかたっては、「仕
事上のトラブル」などと訴えて
お金を要求します。
　最近では、「警察官」や「金融機関職員」をかた
り、自宅を訪問して暗証番号を聞き出し、キャッシュ
カードをだまし取っています。
2しはらえ詐欺
　「サイト利用料を支払わなければ、訴訟を起こす」
というメールやハガキが相変わらず出回っています。
3かします詐欺
　広告などで、「低金利・即日融資」をうたって融
資の申し込みを募り。「保証金が必要」などと言って、
逆にお金を送らせます。

4もどします詐欺
　役場などをかたって、「医療費が戻る」「年金の還付」
などと説明してATMへ行くように指示し、逆に自
分の口座から相手の口座にお金を振り込ませます。

歩行者の交通事故防止

○横断歩道を利用しましょう。
　歩行中の事故の約半数は、道路を横断中に発生し
ています。遠回りでも信号機のあるところや横断歩
道を渡りましょう。
○横断前には一旦止まって、車がこないか左右の安
全を確認し、車が見えたら通り過ぎるのを待ってか
ら渡りましょう。
○反射材をつけましょう。
　高齢者の歩行中の事故は、午後４時ころから午後
８時ころの時間帯に多く発生しています。
　夕方から夜間に外出する際は、明るい色の服を着
用し、反射材を活用しましょう。

住宅用火災警報器
設置期限は今年の５月31日です。

■住宅用火災警報器の設置場所は？
◎すべての寝室：寝室として使用している居室
◎階段上部：２階に寝室がある場合
◎廊下：四畳半以上の居室が５以上ある階の廊下に設置
◎台所：必ず設置する必要はありませんが、設置を
　　　　おすすめしています

■住宅用火災警報器等設置届出書提出にご協力を　
　二戸管内では、設置状況を把握するために、「住
宅用火災警報器等設置届出書」の提出をお願いして
おります。この届出書は、必ず提出して頂くもので
はありませんが、設置状況の把握のため、ご理解と
ご協力のほどよろしくお願いします。

※住宅用火災警報器に関しまして、ご不明な点がありました
ら二戸消防署または九戸分署までお問い合わせください。
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ハローワーク二戸

求人情報

■一戸町スキー場・自然休養村
施設管理事務所
①調理及び接客係《正社員以

外》②一戸町③不問④138,600円

～149,600円⑤普通自動車免許一種

■佐川急便株式会社
①電話受付事務員《正社員以

外》②二戸市③不問④137,600円

⑤パソコン操作可能な方

■有限会社土橋ブロイラー
①鶏糞肥料製造工《正社員》②

九戸村③59歳以下④148,200円⑤

フォークリフト技能者

■富国生命保険相互会社
①特別幹部候補《正社員》②二

戸市③64歳以下④200,000円⑤普

通自動車免許一種・４年制大学

卒以上

◎４月15日現在の求人情報から

掲載しています。求人に関するお

問い合わせは、ハローワーク二戸

（☎23-3341）まで。求人情報は
役場ロビーでも配布しています。

①職種②就業場所③年齢
④基本給⑤資格など

ごみ収集日
収集区域 燃えるごみ ビン・金物 空き缶 粗大ごみ 紙・プラ類

瀬月内／宇堂口／泥の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下／山根／荒谷／二ツ家

毎週水曜日
2月 17火 12木

11・18・25

鹿島／伊保内上・下／川向・南田
毎週木曜日

9月 23月
第2火曜日

18水
12・19・26 10火

小倉／長興寺上・下／大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木／江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

毎週金曜日
16月 24火 26木

6・13・20・27

休日当番医【午前９時～午後５時】 休日当番歯科医【午前９時～正午】

8 ㊐ すがわら消化器内科 8 ㊐ ますだ歯科クリニック
☎ 23-2879（二戸市） ☎ 26-8282（二戸市）

15 ㊐ 金田一診療所 15 ㊐ 菅原歯科クリニック
☎ 27-2205（二戸市） ☎ 23-1180（二戸市）

22 ㊐ むらかみ医院いたみのクリニック 22 ㊐ ムカイダ歯科クリニック
☎ 48-1500（軽米町） ☎ 46-4636（軽米町）

29 ㊐ よこもり眼科クリニック 29 ㊐ 小野寺歯科医院
☎ 22-2230（二戸市） ☎ 33-3050（一戸町）

村のこよみ５月
日にち 行　事　名 時　間 場　所

13 金 ５歳児健診 10時00分～ 公民館

14土
サラダ館杯パークゴルフ大会 パークゴルフ場

九戸中学校体育祭 九戸中学校

17 火 乳児健診 13時45分～ 保健センター

21土 運動会（伊保内小学校・戸田小学
校・江刺家小学校） 各小学校

22日
㈱ふるさと振興公社杯パークゴルフ大会 パークゴルフ場

運動会（長興寺小学校・山根小学校） 各小学校

23月
ぽっかぽか教室 9時30分～ 保健センター

全血献血 保健センターほか

30 月 婦人検診（31日まで） 9時00分～ 保健センターほか

6/4土 春季はまなすカップ総合体育大会
（バスケットボール競技） 九戸中学校

5 日 婦人検診 9時00分～ 保健センター

7 火 青少年劇場 10時00分～ HOZホール
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軽自動車税は

５月31日火が
納期限です

詳しくは、住民生活課賦課徴
収班（☎42-2111内線233）へ。

information
九戸村役場☎42-2111　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

国家公務員採用Ⅲ種
税務試験実施します

　

　仙台国税局では、税務職員を募

集しています。

お詫びと訂正
《広報くのへ４月号》

15ページ：稲森源右エ門さんの行

政区は、正しくは長興寺上です。

23ページ：「ひめほたる子ども

園」の表記は、正しくは「ひめ

ほたるこ
4

ども園」です。人事異

動のお知らせ欄に下記を追加し

ます。

【主事級】ひめほたるこども園

保育士　上村真由美（伊保内保

育園保育士）

以上、お詫びして訂正します。

要約筆記奉仕員
養成講座を開催

　

　「要約筆記奉仕員」とは、聴覚障

がいのある人に手書きやパソコン

で話の内容をその場で書いて伝え

る要約筆記を行う通訳者のことで

す。県立視聴覚障がい者情報セン

ターでは、要約筆記奉仕員を養成

するための講習会を開催します。

■日程　
【基礎課程】６月４日㊏～８月21
日㊐・全８回
【応用課程】９月10日㊏～12月
４日㊐・全７回
※手書きコース、パソコンコースあり

■会場　
いわて県民情報交流センター《アイーナ》

■対象者
◦県内に住む18歳以上の方（高
卒程度の国語力を有すること）

◦講座終了後「要約筆記奉仕員」
として活動する意思がある方

■受講料　
無料（ただし、テキスト代2,100

円は自己負担）

■申し込み・問い合わせ　
県立視聴覚障がい者情報センター

（☎019-606-1743）へ。申込を希

望される方は５月27日㊎までに
申し込みください。ただし、定員

に達した時点で募集締め切りとな

ります。

■受験資格　
平成２年４月２日から平成６年４

月１日生まれの人

■受付期間　
６月21日㊋～６月28日㊋
■申込書の請求　
二戸税務署、仙台国税局人事第二

課または人事院東北事務局　

※申込書の配布は、５月９日㊊か
ら行います。

■問い合わせ　
人事院東北事務局（☎022-221-2022）

または仙台国税局人事第二課

（☎022-263-1111内線3236）

～九戸中学校から皆さまへ～

ザックや学用品の寄付
ありがとうございました

　岩手県中学校長会では、東
日本大震災の被災地の中学生
が一日でも早く登校できるよ
う、スクールザックや学用品
を届ける支援活動を行うこと
としました。九戸中学校の全
校生徒でこの活動に取り組
み、村民の皆さんに防災無線
やチラシで寄付のご協力をお
願いしたところ、下記のとお
りたくさんのスクールザック
と学用品が集まりました。

○スクールザック　　61個
○ノート　　　　　1,714冊
○鉛筆　　　　　　4,104本
※この他にも、ペンケースや消
　しゴム、シャープペンシルな
　ど多くの学用品を寄付してい
　ただきました。

　
　いただいた物資は、久慈地
区の中学校へ配布されること
となります。皆さんの温かい
ご協力、本当にありがとうご
ざいました。
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今
年
は
４
月
16
日
を
ク
リ
ー
ン

九
戸
行
動
日
に
設
定
し
、
村
民
総

出
で
村
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
開
会
式
で
村
公
衆
衛
生

組
合
連
合
会
の
澤
義
一
会
長
は「
村

の
環
境
に
お
い
て
は
、
他
市
町
村

に
負
け
な
い
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。
今
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
交

通
量
の
多
い
区
間
や
待
避
場
な
ど

に
は
空
き
缶
や
紙
く
ず
な
ど
の
ご

み
が
多
く
見
ら
れ
、
各
団
体
や
企

業
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、

割
り
当
て
ら
れ
た
区
間
の
ゴ
ミ
拾

い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
来
月
号

で
は
、
ク
リ
ー
ン
九
戸
行
動
日
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
各
種
機
関
・

団
体
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　

■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.vill.kunohe.iw
ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成23年
5月号
No.638

戸籍だより
※3月16日～4月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　生　平　海
かい

　翔
と

（幸介・牧子）山　　根

　小　枝　愛
あい

　　和
と

（聖知・恵）　江刺家上

ご結婚おめでとう

　橋　本　義　幸（伊保内上）

　棚　井　宏　美（茨城県常陸太田市）

　道　地　龍　太（道地）

　堀　内　志津代（盛岡市）

ご冥福をお祈りします

　真　下　幸　八　（77歳）山　　根

　山野内　マ　ツ　（98歳）細　　屋

　川　畑　ミノル　（67歳）伊保内上

　大久保　マツヨ　（80歳）宇 堂 口

　　森　　勝　夫　（85歳）荒　　谷

人のうごき
（平成23年4月1日現在）

●人　口　　６，６１０　人（－２７）
　　男　　　３，１９５　人（－１９）
　　女　　　３，４１５　人（　－８）
●世帯数　　２，１８７世帯（　－１）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　１２　人（　２５人）
　転　出　　　３３　人（　４８人）
　出　生　　　　５　人（　　７人）
　死　亡　　　１２　人（　３１人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集室から
▼小学校１年生のはつらつとした姿に
元気をもらった１か月でした▼今月号
から表紙と裏表紙がカラーに。これを
機会に、今まで広報くのへを読んだこ
とがない方にも手にとってもらえたら
嬉しいです（尾友）

｛

｛

ご来場お待ちしています

くのへパークゴルフ場
　くのへパークゴルフ場は４月16日に今シーズンの営業
を開始しました。どんな方でも気軽に楽しむことができる
パークゴルフ。仲間同士で、家族で、体を動かしませんか？
【利用料金】◎大　人　300円（用具料金200円）
　　　　　　　◎子ども　　50円（用具料金 　50円）

きれいな村を
みんなの手で

４月16日・クリーン九戸行動日

㊤役場駐車場で行われたクリーン九戸行動日の開会式。㊦参加者は県道
一戸山形線や農道に分かれてゴミ拾いを行いました。


